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　教室では1949年以来Salmonellaの0抗原の入工変換
の研究を続けているD司の。薯者はB群，C群の菌について
類似の立場から比較研究を行い，回報借ではB群の変換に
ついて報告したが．t7），ここに報告する成績はC群Salmo－
nellaについての成績である。
　C群はC」，C2，群に分けられるのでls），0抗原の上で
6，7→6或は6，7→6，8或は6，8→6，7或は6，8→6或は6，8
→8の抗原変異の誘導を試みたが，前4者は成功せず，6，　8
→8だけがしかも限られた菌株についてだけ認められた。
奥瞼材料並びに方法
　1）菌株＝使用せるSalmonellaの諸菌株はすべて腸
内細菌委員会より分与されたものである。
　2）免疫血浩：　すべて家兎免疫血満で，0血清，H血
清何れもSalmonellaにおける通常の方法，所定の手続を
経て作製したものを用い，なお吸牧試験及凝集反応も通常
の方法に従った19）一t「b。
　3）抗原変換に用いた培養法1予め2倍の因子1血清を
作り，これをブイヨンで10倍にな：るように稀釈し，この血
清加ブ．イヨンを滅菌したChamberねnd　L3濾過器で濾過し
無菌的に試験管に約2ccつつ分注し，無菌的であることを
確認した上で使用した。
　培地に加える因子血浩はS．newport　563の0免疫血清
をS．virginiaで吸牧して作ったものを6因子血清として
用いた。
　4）単個菌分離培養法：　Peterfi型のmicromanip－
ulatorを使用した。術式については許22），巾島23），巾村24）
の方法を参照して行った。
　　　　　　　　　　実瞼成績
　C群の菌として，S．　gatuni，　S．　manhattan，　St七akoradi，
S．　litehfield，　S．　manchester，　S．　fayed，　S．　tananarive，　S．
praha，　S．　tallahasseeを用いて実験を行ったが，その中下
記のS．　litchfield，　S．　tallahasseeの2株について6，8→8
の0抗原変異が証明された。以下その成績を詳述する。
1）S．1itch丘eld及びS．　tallahasseeよリ0抗原変異株
　の獲得
　上述の方法で作った6因子血清を加えたブイヨン培地に
上記の9株をそれぞれ培養し，翌日から逐日平板寒天培地
に塗抹し，生じた個々の集落について6因子血清と8因子
血清とについて載せガラス凝集反応を行い，8因子血清に
のみ凝集する集落を検索した。継代培養法は1代を3～4
日聞とし，3～4日培養した後に次の培地ヘー白金耳を移殖
した。
　S．Iitchfieldにおいては継代培養6代月に6因子血清に
非凝集性で8因子血清にのみ凝集を示す集落を15個中2
個見出し，この変異株の1つにK．CII－5Mと記号をつけた。
　S．七allahasseeでは継代培養5代目に同様の集落を12個
中3個見出し，この変異株の1つに1（CII－11Mと記号をつ
けた。
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　S．　gatuni，　S．　manha七tan，　S．　takoradi，　S　manchester，
S．　fayed，　S．七ananarive，　S，　prahaの7株においては継i代
培養10代に及ぶもR型の出現を認めたのみで，S型にお
いては依然6因子血清に凝集を示し，所期の変異株は得ら
れなかった。
　KCII－5M，　KCII－11Mの2株についての抗原分析の成績
は次の通りである。
2）0抗原の楡索
　a）載せガラス凝集反応：　S．paratyphi　A（1，2，12＞S。
typhimurium　（4，　5，　12）　S．　typhi　O　901W　（9，　12）　S．　anatum
（3，10）S．　newington（3，15）S．　senftenberg（1，3，19）の各
0血清では各原株，各変異株ともに凝集を示さない。S・
thompsδn　8　（6，7）の0血清では各原株は凝集を示すが，各
変異株は凝集を示さない。しかしS．newport　563　（6，8）0
血清では各原町，各変異株ともに凝集を示す。S．　newport
5630血清をS．virginia（8）で吸収して作った6因子」血清
では，島原株は凝集を示すが，各変異株は凝集を示さない。
　またS．paratyphi　C　Hirschfeld　O血清（6，7｝をS．　ta－
koradi（6，8）で吸証して作った7因子血清では，二二株，
各変異株ともに凝集を示さない。しかしS．virginia（8）の
0血清ではすべて凝集を示す。
　従って，各変異株では8抗原因子だけ証明され6抗原因
子は証明されないことになる。
　b）試験管内凝集反応：　Table　1に示すように8因子
血清では原株も変異株もともにそれぞれ640×～1280×血
清稀釈まで凝集を示すが，6因子血清では原株が320xま
で凝集を示すのに変異株でlt　40×陰性であった。
Table　1．　“O”　Tube　A　gglutinatzon
3）H抗原の謡曲
　a）載せガラス凝集反応：（a），〔b｝，（c），（d＞，（e，　h），（e，・n，
x），　（g，s，　t），　（i），　（k），　（1，　v），　（p，　q），　（r），　（y），　（Z」，　Zts：）），　（1，2，3），
（1，5），（1，6），（1，7），②，（3），（5），（6），（7）等それぞれのH血清
で載せガラス凝集反応を行った結果，変異株は原株と全く
同様のH抗原因子即ちK：CII一一5M株では（1，　v；1，　2・・・，
KCII－11M株では（Z1，　Z32；一）を持っていてH抗原因子に
は何んら変異は伴なっていないことが簿われたが，このこ
とは；突の実験によっても確められた。
b＞試験管内凝集反応：　2つの変異株それぞれのH免
疫血清について，定量擬集反応を行った成績がTable2で
ある。表の如くにK：CII－5M株免疫血満は1，　v或は1，2…
を抗原に持つ菌を強く凝集し，KCII－11M株免疫血清はZl
を持つ菌を強く凝集し，また原株をもそれぞれ強く凝集し
ている。KCII－5M株及びK：CII－11M株のH抗原が原株と
同じくそれぞれ（1，v；1，2…）及び（Z“，　ZSL’；一）であること
は吸牧試験によっても確められた。
Serurn
Table　2．　“］El”　Tube　Agglutination
Agglutinogen
S．　brandenburg　647
S．　potsdam
S．　stanley　7855
S．　newport　563
S．　muenchen
S．mess－zina
Agglutinogen
S．　litchfield
KCII－5M
S．　tallahassee
KCII－11M
S．　newport　563S．　virginia
　　　Absorbed　with
S．　vi　rginia　1　S．　typhi　H901W
An七igens　tested．
6　　　　i　　　　8
S．　braenderup　3022
S．　leopoldville
S　aequatoria
S．　litchfield
320
320
S・　virginlra
s．　typhi　H901　W　i
1280
640
S．　tallahassee
S．　virginia
　　　．　’1
HAnti一　i　…一L－
gens　／KCII－5M　　　　I
Serum
1，　v；　e，n
1，　v；　e，　n
d；　1，2
e，h；1，2
d；1，2
1，　v；　Zl：1　；
　　1，　5
fe，　h；
1　e，　n，Z　r）
b；Z6
JZ．i，　Z，）：i　；
1　e，　n，　Zlr）
1，v；　1，2
Zi，Z壇
d；一
20480
20480
40960
40960
20480
20480
40960
KCII一一11M
10240
20480
640
640
5120
Notes；Figures　indicate　highes七dilution　at
　whi　eh　agglutination　oecured．
　“一”　indieates　no　agglutination　at　1　to　40．
Notes　are　the　same　as　in　Table　1．
4）変異株による上牧試験
　S．newport　563　O血清をKCII－5M株，　KCII－11Mでそ
れぞれ吸牧を行った。その結果，変異株であるKCII－5M
株，K：CII－11M株で吸牧した場合の血清にはS．　virginia
（8）は凝集を示さないが，6抗原因子を有する菌株S．litch－
field，　S．　tallahassee，　S．　fayed，　S．　gatuni，　S．　takoradi，　S．
manchester，　S．　newpor七563等は160　x～320×まで凝集
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を示している。それで吸牧により抗8因子抗体のみ吸収さ
れて，抗6因子抗体は吸牧されずに残ったものと解せられ
る。これに反して原株で吸牧すると，何れの菌株とも凝集
を示さなくなった。
5）交叉疑集及懸及び交叉吸牧試瞼
　原株，変異株でそれぞれの免疫1血清を用いて交叉吸牧試
験を行った成績がTable　3，　Table　4である。原株の免疫血
清を変異株或はS．virginia（8）で吸牧すると，6抗原因子
を有する菌株との凝集が残るが，原株で吸牧すると何れの
菌株も凝集を示さなくなる。また変異株の免疫血清は，6
抗原因子を欠き8抗原子だけ’を有する菌株S．virginiaで
吸牧しても，6抗原因子を有する菌株もすべて凝集を示さ
なくなる。従って，原株の免疫血清中には抗6因子抗体が
含まれているが，．変異株の免疫血清中にはこれは含まれて
いないことがわかる。
6＞生物学的性状
　原株及び変異株の生物～診的性状を検べたのがTable　5で
ある。変異株はすべて原株と同じであり，しかも吸牧に用
いたS．virginiaとはその性状が異なっている。即ちde－
xtrinをS．　virginiaは分解しないが，　K：CII－5M株は分解
する。またバク1・ペプトン；～k培地においてd－tartrateを
S．vlrginiaは培養24時間で分解するに反して，KCII－11M
株は培養14日聞の観察でも分解を示さない。また1－tart・
rateもKCII－11M株は14日後も分解を示さない。
7＞軍個培養実験
　前述の如く6因子血清を含だプィヨン培地にSalmonel－
la　G群の0抗原として6，8を持つ菌株を培養してS．　li－
tch且eld及びS．　tallahasseeの2株において，8抗原因子
のみの変異株が得られたので，変異の認められた2株につ
いて原株集団よりmicromanipulatorを使用して単二菌
の培養を得，これを6因子1血清を加えたブイヨン培地に培
養して，前述の実験において得られたと同様の変異のおこ
ることを確認した。B群の菌株についでの報告でも述べた
ようにmicromanipulatorにより1箇の細胞の子孫に継
代培養中，spontaneous　mutantとして8のみの細胞が生
じて来る可能性は否定出来ないが，少なくも出発の細胞と
して6，8の抗原構造のものを用いても8のみの紬胞が得ら
れることが確められたことになる。
8）S．litch丘eld及びS．　tallahasseeにおけるform　va’
　riationの槍討
　Edwards’］7）はS．　oregon　1511（6，8），　S．　newport　563（6，
8）の2株を用いて61抗原のform　varia七ionを5～20％に
おいて認めている。そこで著者はS，litch且eld及びS．　tal－
lahasseeにも同様のform　variationが認められるか否か
・Table　3．CToss　Agglutination　Reaction　ancl　CTo＄s　Abso7’一pution　Bet，ween
S．　litchfield　Antiserum　and　KCII－5M　Antiserum
Serum
Agglutinogen
S，1i七chfield
S．　tallahassee
KCII－5M
KCIト11M
S．　thompson　8
S．　virchow　4519
S．　newport　563
S．　gatuni
S，　takoradi
S．　manchester
S．　virginia
　o
Anti－
gens
6，8
6，　7
6，　8
8
S．　litchfield Variant　KCII－5M
Absorbed　with
S髭馴Kρ・・一・Ms：．v”i．y一　1　一　［Kcll－sM
－9，夏1量一一一＿＿．　一
　　　Antigens　tested
　6　1　6，8
S．　vir一
一91叫昂
6 8
320
160
?
320
320
320
320
320
320
?????
320
320
320
320
5120
2560
2560
2560
320
320
2560
2560
2560
2560
2560
1280
1280
2560
1280
????
640
1280
1280
1280
1280
Notes　are七he　same　as　in　Table　1．
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をしらべてみた。即ちS．thompson　8の0血清を用いてお
のおの100個の集落についてslide　agglu七inationを行い，
強く凝集する㈱集落と弱く凝集する（±）集落とを検索した。
その結果S．litchfieldでは3個，　S．　tallahasseeにおいて
は5個の弱凝集性集落を検出分離し，これらの集落につい．
て試験管内凝集反応を行ったところTable　6に示すように
　　　　　　　　　　Table　4．
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（萄と（±）の集落は同じ血清稀釈まで凝集を示した。S．　oregon
1511では（±）の集落は」血清40×稀釈で（±），S．　newport　563
では（±）の集落は20×血清稀釈で（±）の成績である27）。また
同様にKCII－5Mの140個の集落はすべて（一）で㈹の出現は
認められなかった。またKC∬一11Mの260個の集落でもす
べてので紛の出現は認められなかった。
Cross　Agg12・ctination　Rea．　ction　and　Cross　Absorption　Between．．
S．　tallahassee　AntiseTum　and　KCII一一11M　Anttserum
r
Agglutinogen
S．　li　tchfield
S．　tallahassee
KCII－5M
KCII－11M
S．　thompson　8
S．　virchow　4519
erum
S．　tallahassee
　q．
瓢3欝K…一・iMi
r Variant　KCII－11M
Absorbed　with
S．　vir－
giniat Kcll－11Ml
A篁tigen旦tested
S．　vir一’
gi，nia
6 6 6，　8 ? 1 8
6，　8
160
160’
6，7
?
S．　newport　563
S．　gatuni
S．　takoradi
S．　manehester
6，　8
S．　virginia
???
8
160
320
?
?????）
256Q
2560
1280
1280
320
640
1280
1280
1280
1280
2560
1280
1280
2560
2560
160
工60
640
1280
1280
1280
1280　．
Notes　are　the　same　as　in　Table　l．
Table　S．Biochemical　Behavioiers
Strain
Medium
Pep七〇ne　water　plus
???。?』???????????』 』?????????? ???????? ???????????? ? ???? 【????。?? 。
S．　litchfield
　　KCII－5M
S．　tallahassee
　　KCII－11M
S．　virginia
十　　十　　十　　十　　一　　十　　十　　十　　十
十　十　十　十　一　十　十　十　十
十　H一一　一1一　十　　一　　十　　十　　十　　一
十　　十　　十・　十　　一　　十　　十　　十　一
十　　十　　÷　　十　　一　　十　　十　　十　　一
???????
一
?? ??
Bitter
??。??????????。?。 ??
1　Bactopeptone
??????????
??』???，??????
????????????十1　十3　十2
十1　十3．十2
－14　一14　十1
－14　．14　十1
十1　十3　十2
Kligl ree
璽1
?????「
The　observations　were　continued　for　14　days．
Notes：　“十”　indieates　positive　reaction；　“一i4”　negative　reaetion．
　　X’　ln　this　column　“十”　indicates　that　H2S　was　produced．
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Table　6．　試4gg伽伽α伽πby　O　Antiserumαgα伽sホS．　thompson　8
Strain
S．　ljtchfield
S．　tallahassee
KCII－5M
KCII－11M
colony　1’slidg
No．　L　Aggl・
lt－3　1　（±）
51　1　（一”）
5〜?1
?ー??
）、???
（一）
〈一）
Serum　Dilu七ion
20
????
??
40 80 160 320
十十
掛
?? ?? ??
十ト
帯
??」」←? ?? ｝?
640 Control
Notes：　い）～（＋）Agglutination　occurred．
　　　　　　（一）　Agglutination　did　not　occur．
　著者の得た抗原変異株はform　variationによる弱凝集
性集落を誤って把んだのではなくて，6因子消失変異株で
あると認めてよかろう。
総括並びに考按
　抗血清加培地に継代培養することにより，S．　litchfield
及びS．tallahasseeから0抗原として8因子しか持たぬ変
異株の得られることを述べた。この抗原変換に用いた6因
子血清はS．newport　563の01血清をS．　virginiaで吸牧
して作ったものであるから，この吸牧に用いた菌が誤って
把握されたのではないかという疑いが生じて来るが，弐の
2つの点からこの疑いは否定することが出来る。
　1）変異株のH抗原が吸牧に用いたS．virginiaのH
　　抗原と異なっている（Table　2）。
　2）生物學的1性状が変異株とS．virginiaとでは異なつ
　　ている（Table　5）。
　さらにS．paratyphi　C　Hirschfeldの免疫血清をS．七a－
koradiで吸牧して7因子血清を作り，これを加えたブイ
ヨンにS．thompson　8，　S．　thompson　var．　berlin　2988，　S
virehow　4519，　S．　potsd’am，　S．　bareilly，　S．　oslo，　S．　pa－
puanaの7株をそれぞれ培養したが，継代培養10代に及
ぶも6，7→6，8の0抗原変換，或は7抗原の消失変異は遂
に認めることが出来なった。またS．virginiaの0血清を
加えたブイヨンにS．gatuni，　S．　manha七ta11，　S．　takoradi，
S．　litchfield，　S．　manchester，　S．　fayed，　S．　tananarive，
S。praha，　S．　tallahasseeの9株をそれぞれ培養したが，
遂に0抗原変異株を認めることは出来なかった。
　Salmonellaの0抗原については人工的変異の報告が少
なく，殊にC群の菌では全然見当らなかったが，著者の上
述の実験終了後，たまたまD．W．　Brunerの報告25）に接し
た。彼はSpapuanaにおいて6，7→6，8のO抗原変換を
認めたという。彼の認めた6，7→6，8の0抗原変換の型は
E群における3，10一・3，15或は3，15→3，10の抗原変換と類
似しているように見える。しかし，E群Salmonellaでは
0抗原変換が1つの菌株に限られず，他の菌株にもすべて
普遍的に認められるのに反し，6，7一》6，8の変異はS．pa－
puanaだけに限られてCl群の他の菌では認められない
という点で大いに異なっている。この点から見れば，E群
における0抗原の変換様式とはidenticalなものではない
ようである。
　もう1つここで問題になるのは，C群はC1群，　C2群
の2つの群に分かれていて，Ci群の0抗原因子には
61，鉱7の0抗原があり，C2群の0抗原因子には6エ，8だ
けで62を欠除している26）。ところで彼はGエ群のS．　osloの
0血清をC≧群のS．narasinoで吸逸しているから完全な
7因子血清ではなく，実際には（62十7）因子に対する0」血
清を用いているわけである。しかし，見出した変異株が果
して（61，6！，8）なのか或は（6i，8）なのかその点については
触れておらず，明かでないことである。
　著者の認めた6，8→8の0抗原消失変異はB群における
4，5，　12→4，12の消失変異に類型を求めることが出来る。8
因子だけの菌株が自然界からかなりの数分離されているこ
とからして，何かの因子によって6抗原消失変異もおこり
易いのではなかろうか。
　茨に問題となるのは変異株の発生機転であるが，今のと
ころ不明であって，いわゆるmu七ation　and　selectionを
完全に否定することは出来ない。著者は菌集団の中に，予
め8のみの菌が混在していて，これが淘汰されたのではな
いかという疑いがあるので，単二菌を分離して直接転換用
培地に継代して同様の実験を試みたが，それでも変換のお
こることが確認された。従って使用菌株中に，予めかかる
変異株が混在していて，それが淘汰されたのではないこと
8巻4号 水島一サルモネラにおける抗原の人工変換　XI 193
ははっき’り断言出来る。しかし単個培養の子孫に8抗原の
みのspontaneous　mutan七が生じて来る可能性は否定出
来ない。
　またC2群菌株のあるものではforrn　variationをおこ
すが著者の認めた変異株はforln　variationによるもので
はなく，6因子消失変異株と考えられる（Table　6）。
　なお6抗原消失変異が吸牧に用いた菌のDNA7）に関・係
がなかろうかということも一応検べてみた。即ち100。C　2
時間半加熱したS．virginiaを吸牧に用いて6因子血清を
作り，これを加えたブイヨンに，同様の方法で継代培養を
行い変異がおこるか否かを検べた。その結果S．litch丘eld
では継代培養5代目の集落13個中1個S．tallahasseeは
継代培養4代目に10個の集落中1個にそれぞれ変異株を
見出し得た。従って少なくとも変異は吸牧に用いた菌の
DNA　rL由来するものでわないことが知られる。
　なお（8二1，v；1，2…）及び（8：ゐ，Z32；一）の抗原構造の
菌株は自然界から未だ分離されていないが，将来分離され
る可能性も予想される。
結 論
　抗血清を作用させることにより，Salmonella　C群のS．
litchfield，　S．　tallahasseeの2’株において0抗原因子を消
失せる変異株が得られた。
　各変異株の抗原構造は安定である。
　　　　　　　　　　　　’　　　　（昭和SO．9．19受付）
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Summary
　　In　connection　with　the　antigenic　conversion　in　the　O　antigens　of　Group　B　’and　E　Sal－
monellas，　studies　were　conducted　to　determine　the　possibilities　to　induce，　in　vitro，　antige一　．
nic　changes　in　the　O　antigens　in　Group　C　Salmonellas，　By　cultivating　type　strains　of
Group　C！　Salmonella　in　anti－6　monofactor　serum，　the　O　antigens　were　converted　from
6，　8　to　8　in　S．　litchfield　and　S．　tallahassee，　while　not　in　other　strains．　The　resulting　anti－
genic　types　of　（8：1，　v；1，2…）　and　（8：Z4，　Zt］，，；一）　have　not　been　isolated　as　yet　but　the
possibility　is　suggested　that　the　said　types　will　be　isolated　in　the　future．
　　The　attempts，　however，　to　induce　antigenic　changes　from　6，7　to　6，　from　6，8　to　6　or
fi　om　6，　7．　to　6，8　and　vice　versa　were　not　sirccessful．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Sept．　19，　1955）
